
2006 年度 

 

科目名 
 
文化財学研究指導及び演習（文化

財構造論） 

対象学科・学年 
  研究科文財(前)1回生  
 研究科文財(後)1回生  
   
  
  

担当者 
 

中村 浩 

授業テーマ 
  修士論文作成に向けて 
授業の概要と目標 
  修士論文作成に向けて、各人のテーマの再確認を行いながら進めていく。 

評価方法 
 講義への出席と地震の研究段階の発表、議論に参加することによって、理解度を判断すると共にレポートを課す。 

テキスト 
  

著者 
 

出版社 
  

参考書 
  

著者 
  

出版社 
  

授業スケジュール・内容 
前期 
１、 授業の進め方について 
２、 各自の研究テーマについて 
３～１４     研究テーマに関する発表と討論 
１５、前期のまとめ 
後期 
１～１４、上級回生は修士論文の作成に向けて前期の物をさらに発展させていく。 
授業内容については、前期と同じく研究テーマに従った発表と討論で進める。 
１５、総まとめ 

 


